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みずほの教育
人と人とが　かかわり合って　文化・教養をはぐくむまち　みずほ

みずほっ子目標
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「 第２８回 
で入選しました

奨励賞　小学生の部（中学年）

学校名 学年 氏名「作品名」
瑞穂第一小学校 中田 峻太朗さん「意外と知らないカツオ節～カツオ節大解明～」４年

奨励賞　中学生の部

学校名 学年 氏名「作品名」
都立南多摩中等教育学校 堀澤 橙さん「あなたは何を食べますか。～迫る食料危機と昆虫食～」２年

佳作　中学生の部

学校名 学年 氏名「作品名」
瑞穂第二中学校 ３年 臼井 杏さん「合計特殊出生率から見える日本の今」

佳作　小学生の部（中学年）

学校名 学年 氏名「作品名」
瑞穂第四小学校 ４年 武藤 唱馬さん「日本の文字の歴史と成り立ち」

【問合せ】図書館　☎５５７－５６１４

2025
49

瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクールで入賞した８作品が、公益財団法
人図書館振興財団が主催する全国コンクールで、123,604作品の中から奨励賞や
佳作に選ばれました。（1月に発表がありました。学校名・学年は当時のものです。）

佳作　小学生の部（高学年）

学校名 学年 氏名「作品名」
瑞穂第三小学校 堀澤 澄瑞さん「かわいいくまってどんなクマ？」５年
瑞穂第三小学校 栗原 彩羽さん「わたしと図書館」６年
瑞穂第三小学校 戸谷 ひよりさん「コーラで本当に歯はとけるの？？」６年

佳作　高校生の部

学校名 学年 氏名「作品名」
瑞穂農芸高等学校 本橋 咲空さん「和服について」１年

図書館を使った調べる学習コンクール」
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【問合せ】  ☎ ５５７－５６１４

〇 「第８回 瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクール」のお知らせ
瑞穂町図書館では、自ら課題を見つけ、図書館資料を有効に使って調べ、作

品としてまとめることで課題解決力を育成し、図書館の利用価値を学ぶことを目
的に、８回目となる「瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクール」を実施します。
詳細は今後、図書館ホームページや広報等でお知らせします。

５月３日、４日に謎解きイベント「図書館から
の挑戦状2025」を実施しました。参加者は館
内をめぐって謎を解き、瑞穂町や図書館のこと
を楽しみながら学びました。

〇 謎解きイベントを実施しました

子どもの読書環境を地域全体で整備し、読書活動を推進する土壌をさらに固めるために「第四次瑞
穂町子ども読書活動推進計画」を策定しました。
詳細は、図書館ホームページをご覧ください。
https://library.mizuho.tokyo.jp/post_1.html

〇 第四次瑞穂町子ども読書活動推進計画を策定しました

瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクールの作品を作っていて困ったこと、悩んでいることは
ありませんか？
実際に自分が作っている作品を見ながらアドバイスや調べ方などを教えます！
全国コンクールの審査をしている小畑先生と一緒に、コンクールで入賞を目指してみませんか？
日　時　令和７年７月６日（日）午前９時30分～正午のうち30分程度
場　所　ふれあいセンター１階　マツ
対　象　「瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクール」への応募を考えている
　　　　小学生、中学生、高校生
定　員　５人（申込順）
申込み　電話　５５７－５６１４　または右の二次元コード

〇 どう取り組めばいいの？せんせい！おしえてください！！
　 ～図書館を使った調べる学習コンクール作品相談会～

６月３日（火）
午前９時受付開始
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９月下旬に図書館システムを更新する予定です。期間中は図書館と地域図書室はお休みします。ご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。詳細は今後、図書館ホームページや広報等
でお知らせします。

図書館システム更新のお知らせ

モルック大会（子ども会連合会主催事業）
　2 月 22 日スカイホール小ホールでモルック
大会を実施しました。
　「モルック」とは、棒（モルック）を投げて、
木製のピン（スキットル）をたおして点数を競う、
フィンランド発祥のスポーツです。年齢や体力
を問わず、幅広い方々が一緒に楽しむことがで
きるため、子ども会連合会では令和４年度から
イベントに「モルック」を取り入れています。
　当日は 16 名が参加し、チーム対抗で試合を
行いました。子どもも大人も一緒に熱中し、大
いに盛り上がっていました。今後も、モルック
の体験会や大会を定期的に実施し、子ども会の
活性化と加入促進も図っていきます。 【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
なお、６月10日（火）から22日（日）までの期間、貸出点数を10点から20点に増やしますので、

ぜひご利用ください。（ただし6月20日（金）は館内整理日のため休館です）

６月23日（月）から30日（月）まで、蔵書点検のため瑞穂町図書館と地域図書
室はお休みです

社会教育委員の紹介
　社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、諸計画の立案、教育委員会の諮問
に対する意見、職務上必要な調査・研究を行っています。

【問合せ】社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

任期　令和７年４月１日から令和９年３月 31日まで
（敬称略）

吉良　明美 笹井　鎮彦 志村　武保 髙橋　一広※任期1 　中沢　清※任期2

西村　　元 古川　多加 牧野　壽義 町田　恵子 吉田　桂子

※任期１　令和 7年 5月 1日から令和 9年 4月 30日まで
※任期 2　令和 7年 6月 1日から令和 9年 3月 31日まで
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瑞穂第一小学校

副校長 竪山 かおり

○気づき考え、工夫する子
○なかよく力を合わせやりぬく子
○あかるく　じょうぶな子

教 育 目 標

瑞穂第二小学校

校長 嶋田　豊

○進んで学ぶ子
○思いやりのある子
○健康で明るい子

教 育 目 標

瑞穂第三小学校

○進んで学ぶ子ども
○思いやりのある子ども
○明るく健康な子ども

教 育 目 標

瑞穂第四小学校

校長 髙橋 一広 副校長 髙山 裕司

○しっかり考える子
○仲よくする子
○すすんで取り組む子

教 育 目 標

小 ・ 中 学 校 の 紹 介

副校長 河村 康彦校長 藤森 慎一

校長 石坂 隆文 副校長 太田　誠

令和７年度瑞穂第一小学校は、新一年生61名を迎え、
全校児童372名で元気にスタートしました。今年度は、
学習用タブレットの持ち帰りにより、デジタルを活用し
た学びを積極的に推進して学力向上を図っていきます。
また、町や消防署等関係機関と連携して防災教育を推進
し、保護者・地域の方に公開することで地域のネットワー
クを広めます。
今年度も教職員一同一丸となって教育活動の充実を

図ってまいります。今年度も、よろしくお願いいたします。

新一年生40名を迎え、全校児童238名、11学級で令
和７年度がスタートしました。
今年度は、「何事にも挑戦し、子供も教師も達成感あふ

れる学校」をめざして、【達成感】にこだわった教育活動
に“Challenge”していく所存です。そのために、“Smile”
をわすれず、子どもたちと教職員が“One Team”と
なって、一年間駆け抜けていきたいと思います。
本年度も温かいご理解とご支援を賜りますよう、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

40名の新入生を迎え、11学級、270名で令和７年
度の教育活動がスタートしました。
今年度も三小の子どもたちが、未来の瑞穂町を担う
一人ひとりになれるよう「夢と希望にあふれ未来を築
く三小の子」を経営理念とし、「学力向上」「みずほ学
の推進」「体力の向上」「自主性・協働性の向上」を重
点として、保護者、地域の皆様とのつながりを大事に
しながら、学校経営を行っていきます。今年度もご支
援とご協力をよろしくお願いいたします。

今年度、本校では「『～たい』があふれる学校」を
目指します。「～したい」という夢や希望をもち、そ
れに向かって挑戦していくことが大切です。そのため
に支えてくれている人への感謝の気持ちを忘れず、希
望あふれる瑞穂四小を築いてまいります。また学習に
向かう３つの構え「身構え・心構え・物構え」を意識し、
生活を豊かにする３つの行動「時を守り、場を清め、
礼を正す」指導の徹底を図ります。皆様のご支援とご
協力をよろしくお願いいたします。

令和7年（2025）６／１　第４9 号
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各校の所在地
学校名 住所・電話番号

瑞穂第一小学校 瑞穂町大字箱根ケ崎２２８７
☎５５７－００４５

瑞穂第二小学校 瑞穂町大字長岡長谷部２５０
☎５５７－０６４６

瑞穂第三小学校 瑞穂町大字二本木６７０
☎５５７－０２６６

瑞穂第四小学校 瑞穂町箱根ケ崎西松原２- １
☎５５７－４１４３

瑞穂第五小学校 瑞穂町大字殿ケ谷１１６０
☎５５６－１３７７

瑞 穂 中 学 校 瑞穂町大字石畑１９６１- １
☎５５７－００７０

瑞穂第二中学校 瑞穂町大字箱根ケ崎１１７２
☎５５７－５５０１

瑞穂第五小学校

○自ら学ぶ子
○思いやりのある子
○明るく健康な子

教 育 目 標

瑞穂中学校

校長 森田 正男

心身ともに健やかな中学生
～持続可能な社会の形成者の育成を目指して～
○自学（自ら学ぶ）
○忠恕（思いやる心）
○勇気（強い心意気）

教 育 目 標

瑞穂第二中学校

校長 吉田 周平

人間性豊かな社会人をめざして
○進んでよい友達になろう
○丈夫な身体をつくろう
○意欲をもって学習しよう

教 育 目 標

副校長 藤沼 俊成

副校長 千葉 克之 副校長 町井　豊

校長 関根 孝之

全校児童199名でスタートしました。「一期一会～
誠実・丁寧に～」を掲げ、児童が自らを磨き高めるこ
とができるよう教職員一同、指導、支援に力を尽くし
ます。今年もふるさと学習「みずほ学」充実のため、
本校ならではの学習「瑞穂町もり上げ隊」行います。
また、地域防災教育を軸とした地域協働活動「防災学
校公開」を実施します。児童が充実した１年を送るこ
とができるよう学校経営を進めてまいります。今年度
もよろしくお願い申し上げます。

教育目標の実現、勉強・学校行事・部活動の文武両
道の実践に向け、ICT 機器等を有効に活用し、個別最
適な学びと協働的な学びを両立させながら生徒の学力
向上を図ります。また、地域の方々の力を最大限に活
用し、ふるさと学習「みずほ学」では「そら学」を継
続します。全教職員で協力し合うチーム瑞中として、
子どもたちの健全育成、更には、瑞穂町の未来のため
に全力を尽くしてまいります。保護者・地域の皆様の
ご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

多様化・複雑化する未来を生き抜く生徒たちにとっ
て、人と人とが支え合い協働して課題を解決していく
意欲や知恵を身に付けることは大切なことです。また、
学ぶ意欲は生涯にわたり必要なこととなります。本校
では、社会の中で自己を生かす意欲や行動力を育む教
育活動を通じて、自らの力で豊かな人生を切り拓き、
持続可能な社会の創り手となることができる生徒の育
成を目指します。皆様のご支援とご協力をよろしくお
願いします。

令和7年（2025）６／１　第４9 号
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山野草と自然を満喫する春のイベント山野草フェスタ2025開催に合わせて、耕心館企画展 染工房
シゲタ草木染展を3月24日から4月13日まで開催しました。秋川渓谷の山間の檜原村で古民家に工房
を持つ作家の繁田さんによる草木染めの作品展は山野草の咲き始める時期に恒例となり、テーマの「輪
になって染まろう」は３回目となります。草木染めの染料は自家栽培の植物や近隣の野山の植物を採
取するなどし、化学染料を使用せず薬品を使わない顔料からなります。自然の恵みから制作する心温
まる作品はのれん、タペストリー、リネンバック、コースターやTシャツを初めとした洋服・服飾雑貨
等となり自然の風合いをベースに植物・魚、動物など多岐に渡るモチーフの作品を耕心館の多目的大
広間とギャラリーに繁田さんの発想する展示法での表
現となりました。その展示中の多目的大広間では「花
の奏sou」と題した染めものと音楽が融合した異空間
でのジャズピアノ＆ボーカルのコンサート2daysは多数
のお客様にご参加いただき大盛況となりました。また、
草木染めのワークショップ（体験）は「こいのぼりを
染めよう、トートバックを染めよう」を開催、貴重な
体験をご提供できました。参加者の皆様へ心より感謝
申し上げます、ありがとうございました。繁田さんから
は既に次回のプランも聞くことができ期待しています。

2025年はヨハン・シュトラウス2世が生誕200年、ラヴェルとクライスラーが生誕150年の年にあた
り、世界中でメモリアルを祝う様々なコンサートが行われます。4月26日にスカイホールで開催された
第285回耕心館サロンコンサートは、そのラヴェルを2曲取り上げました。また目をひくタイトル「ピア
ノ×2＋打楽器×2＝！！」の通り、左にスタインウェイ、右にヤマハのいずれもフルコンサートのピアノ
をハの字に配し、2台のピアノの間にティンパニー、大太鼓、シンバル、チェレスタ、ドラなど沢山の
打楽器を置くという珍しい配置。プロデューサーの牟田久壽先生がおっしゃるには、このような大がか
りなセッティングで行われるコンサートは都心でも中々観ることができないそうです。出演者にはピア
ニストの浦壁信二、吉永哲道、打楽器奏者の小川佳
津子、井手上達という一流のメンバーを迎え、ラヴェ
ルの「マ・メール・ロア」「スペイン狂詩曲」バルトー
クの「2台ピアノと打楽器のためのソナタ」を、時に
は繊細に、時には荒々しく、見応え聴き応えのある
演奏で観客を魅了しました。冒頭の3人の作曲家を取
り上げたコンサートは、7月6日（日）に、耕心館でも
開催します。ぜひ150年、200年前に生まれた作曲
家たちの息吹を聴きに来てください。

「みずほ山野草フェスタ 2025」内企画展
染工房シゲタ草木染展 ・・ 輪になって染まろうVol.３ ・・

第 285回 耕心館サロンコンサート
「ピアノ×2＋打楽器×2＝！！～ 2台ピアノと打楽器2名の豪華な共演～」

【問合せ】  ☎ ５６８－１５０５耕心館
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第２次瑞穂町教育基本計画後期計画（学校教育）を策定しました
令和２年度から始まった第2次瑞穂町教育基本計画が令和７年３月で５年間が経過することから、

前期５年間の総括と教育環境や社会情勢等の変化を考慮し、今年度から後期５年間の取り組むべき
基本施策を示すため、内容の見直しを行い、後期５か年の計画を後期計画として令和７年３月に策
定しました。
瑞穂町教育委員会の「教育目標」を達成するための「基本方針」に基づき、計画の

中では基本方針を実現するための「10の方向性」、課題解決に向けて重点的に取り組
む「36の主要な施策・事業」が示されています。
詳細は、ホームページをご覧ください。

※教育基本計画とは平成18年12月に教育基本法の改正に伴い、各地方自治体に教育の振興のため
の基本施策である「教育振興基本計画」の策定が努力義務として規定されたものです。

【問合せ】教育指導課指導係　☎５５７－６６９４

就学援助費の申請はお済みですか
町では、経済的な理由によってお子さまの就学が困難なご家庭に対し、学用品費などの一部の援

助を行っています。　　
ご案内と申請書は４月に学校を通じて保護者に配付しました。まだ申請をされていない方も随時

受け付けていますので、お問い合わせください。
【問合せ】 学校教育課学務係　☎５５７―６６８３

　3月15日から4月6日の間、企画展「友禅染と双子織 ～動物からできる布と植物からできる布～」
を開催しました。東京手描友禅作家の鷹取麻利子氏と入間市の伝統織物、野田双子織作家の益田廣
美氏の作品を展示しました。また、動物からできる布である絹、植物からできる布である棉がどのよ
うに布になるか、その過程も展示することで、どのように糸になり、作品となっていくのかわかるよう
に心がけました。
　3月22日には、鷹取氏・益田氏による展示解説や金線糸目をひいたトートバッグに筆を使って色挿
しをする関連イベント「手描き友禅染体験」も行い、来館者の方には楽しんでいただきました。

企画展「友禅染と双子織」

【問合せ】  ☎ ５６８－０６３４瑞穂町郷土資料館 けやき館

「友禅染と双子織」展示の様子 鷹取氏・益田氏による展示解説の様子
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教育委員会定例会・臨時会報告

令和7年（2025）６／１　第４9 号

前号でお知らせした以降、１月から４月まで
定例会を4回開催しました。
＜主な議案＞
・瑞穂町公共施設予約システムの運用及び利用
者登録に関する規則の一部を改正する規則
・瑞穂町立学校教育支援補助員設置要綱
・瑞穂町立学校特別支援学級介助員設置要綱
・瑞穂町立学校クラスサポートスタッフ配置要
綱
・瑞穂町立中学校部活動指導員設置要綱
・令和７年度瑞穂町立学校教育課程編成につい
て
・瑞穂町立学校情報機器整備事業に係る計画に
ついて
・第四次瑞穂町子ども読書活動推進計画につい
て
・瑞穂町立小・中学校の管理職の任命に関する
内申について
・瑞穂町教育相談室専任相談員の任命について
・瑞穂町いじめ問題調査委員会委員の委嘱につ
いて
・瑞穂町社会教育委員の委嘱について
・令和６年度一般会計補正予算（第１２号）の
原案中教育に関する部分の意見聴取について

・令和７年度一般会計予算の原案中教育に関す
る部分の意見聴取について
＜主な協議事項＞
・瑞穂町教育委員会の教育目標・基本方針及び
令和７年度主要施策（案）について
＜主な報告事項＞
・瑞穂ビューパークの設置及び管理に関する条
例施行規則の一部改正について
・瑞穂町立学校の行事等保護者負担軽減補助金
交付要綱の一部改正について
・瑞穂町駅伝競走大会実行委員会設置要綱の一
部改正について
・令和６年度瑞穂町教育委員会後援名義につい
て
・瑞穂町教育委員会事務局職員の人事異動につ
いて

教育委員会の会議は、毎月１回（原則として、
第4木曜日）開催し、傍聴することができます（非
公開の事項を除く）。
開催日時および会場は広報みずほに掲載され
ます。また、教育委員会ホームページから開催
内容や過去の会議録を見ることができます。
【問合せ】 学校教育課庶務係　☎５５７－６６８２

教育委員会委員談話

4月22日の読売新聞のくらし家庭欄に「はい、論破」「それってあなたの意見
ですよね」という言葉が子どもに流行している記事が載っていた。異なる意見の
相手を否定して優位に立ちたい気持ちが強く、言い負かす事が目的化していると。
これでは対話的で深い学びは望めない。
立場や意見の異なる相手の言葉を忍耐強く聴き寛容に受け止めるには、自身

の忍耐や手間を惜しまない努力が必要だ。
トラブルが起きた時、子どもの話に耳を傾け、それは言い訳だと決めつけずじっくり話を聴いてあげ

るには、それが日頃の習慣になっているといい。子どもが自分の考えをまとめて言葉を選びコミュニケー
ションを図るトレーニングにもなる。
子どもに「話をしっかり聴いてもらえている」か聴いてみよう。
でも、答えを根掘り葉掘り聞いてはいけませんよ。(笑)

第 35回：瑞穂町教育委員会　委員　村上 豊子


